
11
月
２
日
（
日
）
春
日
部
社
会

保
障
を
よ
く
す
る
会
が
学
習
会
と

第
20
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
習
会
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
移
動
手
段
を
考
え
よ
う
～
デ

マ
ン
ド
交
通
を
中
心
に
～
」
と
題

し
て
、
埼
玉
自
治
体
問
題
研
究
所

事
務
局
長
の
渡
辺
繁
博
氏
が
講
演

し
ま
し
た
。

講
演
内
容
の
要
旨
は
以
下
の
通

り
で
す
。

今
、
世
界
は
健
康
寿
命
を
ど
こ

ま
で
伸
ば
せ
る
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
立
長
寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る

と
、
身
体
活
動
は
す
る
が
地
域
活

動
を
し
な
い
人
の
フ
レ
イ
ル
リ
ス

ク
は
、
身
体
活
動
は
し
な
い
が
地

域
活
動
を
す
る
人
の
３
倍
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

人
と
つ
な
が
り
、
自
己
実
現
と

社
会
貢
献
に
取
り
組
め
る
環
境
を

作
る
た
め
に
も
、
移
動
手
段
の
確

保
は
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

健
康
長
寿
の
調
査
が
進
み
、
国

の
交
通
政
策
が
変
化
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
に
法
律
に
基
づ
き
、

「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び

再
生
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
方
針
は
、
「
地
域
公
共
交

通
の
利
用
促
進
に
よ
る
外
出
機
会

の
増
加
は
、
地
域
住
民
の
健
康
増

進
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
将
来

に
わ
た
る
医
療
・
介
護
分
野
に
お

け
る
公
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら

…
地
域
公
共
団
体
に
お
け
る
部
局

を
横
断
し
た
連
携
の
充
実
を
図
り

両
分
野
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
」
と
住
民
の
健
康
と

移
動
手
段
の
確
保
の
重
要
性
を
提

言
し
て
い
ま
す
。

春
日
部
市
は
、
「
地
域
公
共
交

通
計
画
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

国
の
基
本
方
針
に
は
、
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
、
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
な
ど
多
様
な
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
と
の
有
機
的
な
組
み
合
わ

せ
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
不

可
欠
」
と
あ
り
ま
す
が
、
春
日
部

市
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
多
様
な
交
通
手
段
の
検
討

が
不
十
分
で
す
。

国
は
、
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
で
交
通
機
関
が
連
携
し
て
話
し

合
い
、
決
定
し
た
こ
と
に
は
補
助

金
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
構
成
員
は
、
地
方
公
共

団
体
の
判
断
に
よ
り
柔
軟
に
追
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
交

通
関
係
事
業
者
が
連
携
し
て
交
通

事
業
の
総
合
性
を
確
保
し
て
、
住

民
の
交
通
権
・
移
動
の
自
由
を
保

障
す
る
地
域
公
共
交
通
を
整
備
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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11
月
９
日
号
と
11
月
16
日
号
は
、
合
併
号
と
な
り
ま
す

外
出
機
会
の
増
加
が
健
康
を

増
進
す
る
と
国
が
提
言

事
業
者
と
共
存
で
き
る
「
地
域

公
共
交
通
計
画
」
に
し
よ
う



10
月
28
日
～
30
日
、
建
設
委

員
会
行
政
視
察
が
行
な
わ
れ
、

今
尾
や
す
の
り
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
阪
府
貝
塚
市
で
は
、
泉
州

地
域
（
貝
塚
市
を
含
む
９
市
４

町
）
に
よ
る
土
木
・
建
築
職
員

の
減
少
に
よ
る
課
題
解
決
に
、

広
域
連
携
を
し
て
い
く
取
り
組

み
を
貝
塚
市
が
呼
び
か
け
ま
し

た
。
国
土
交
通
省
の
先
導
的
官

民
連
携
支
援
事
業
に
申
請
採
択

さ
れ
、
令
和
５
年
８
月
21
日
に

協
定
締
結
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再

生
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
群
マ

ネ
）
で
は
道
路
・
公
園
・
上
下

水
道
な
ど
の
広
域
連
携
を
進
め

る
と
し
て
令
和
５
年
12
月
に
国

土
交
通
省
の
モ
デ
ル
地
域
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
街
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
や
下
水
道
の
水
質
点
検
・

公
園
遊
具
点
検
・
ド
ラ
レ
コ
道

路
Ａ
Ｉ
点
検
な
ど
、
参
加
自
治

体
は
限
ら
れ
て
お
り
、
合
意
形

成
が
難
し
い
そ
う
で
す
。

何
故
合
意
で
き
な
い
の
か
質

し
た
と
こ
ろ
、
自
治
体
と
し
て

問
題
は
共
有
し
て
い
る
が
現
状

の
職
員
が
日
常
業
務
で
多
忙
で
、

手
が
ま
わ
ら
な
い
、
と
い
っ
た

大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

愛
知
県
春
日
井
市
で
は
、
ゴ

ル
フ
カ
ー
ト
型
の
電
動
自
動
車

を
利
用
し
た
地
域
限
定
の
ラ
ス

ト
マ
イ
ル
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス

を
地
域
住
民
主
体
の
Ｎ
Ｐ
О
を

設
立
し
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
М
ａ
ａ
Ｓ
ア
プ
リ
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
な
ど

多
彩
な
取
り
組
み
を
実
証
実
験

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
自
動
車
運
転

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
現
状
維
持
は

出
来
て
い
る
も
の
の
、
自
動
運

転
で
あ
り
な
が
ら
も
運
転
者
と

管
理
者
２
名
の
同
乗
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
謝
礼
も
大
変
に

少
額
で
今
後
の
担
い
手
な
ど
持

続
可
能
な
体
制
作
り
や
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
豊
橋
市
で
は
、
水
道

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

豊
橋
市
で
は
将
来
的
に
検
針

員
の
担
い
手
不
足
に
対
応
す
る

た
め
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
導
入
の

検
討
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
中

部
電
力
よ
り
協
働
の
申
し
入
れ

が
あ
り
、
結
果
と
し
て
全
国
初

の
水
道
・
電
気
・
ガ
ス
に
よ
る

共
同
自
動
検
針
を
実
現
し
ま
し

た
。設

置
場
所
と
し
て
、
大
規
模

開
発
地
域
と
公
共
施
設
小
規
模

配
水
区
・
集
合
住
宅
な
ど
と
し
、

通
信
性
の
検
証
・
改
良
な
ど
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
設
置
家
庭
で
は
水
道

使
用
量
や
料
金
な
ど
も
わ
か
る

「
見
え
る
化
」
も
行
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
漏
水
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設

の
水
の
無
断
使
用
や
配
水
区
で

の
漏
水
発
見
に
も
効
果
が
あ
る

よ
う
で
す
。

課
題
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
が
ア
ナ
ロ
グ
の
約
４
倍
以

上
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。
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技
術
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不
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水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
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な
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視
察

広
域
連
携
、
合
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形
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課
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り
組
み
も

漏
水
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